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〈催し物〉
新秋田県立美術館・
秋田大学鉱業博物館連携展
「鑛

こう

のきらめき」
●4月3日（水）～5月19日（日）
　10:00～18:00（金･土は20:00まで）
●新秋田県立美術館（秋田市中通1丁目4-2）
●入場無料　☎018・853・8686

------------------------------------------------------------

平成25年度
秋大憩いのコンサート
【第32回】●5月26日（日）14:00～
“学生によるフレッシュ・コンサート”
モーツァルト 歌劇「フィガロの結婚」より
恋とはどんなものかしら／
ハイドン「トランペット協奏曲」ほか

【第33回】●6月23日（日）14:00～
“にぎやか6手連弾”
J.シュトラウス「ラデツキー行進曲」／
ビゼー「カルメン」序曲　ほか

【第34回】●7月28日（日）14:00～
“名曲で綴る珠玉のプレリュード”
バッハからラフマニノフまで
●秋田大学インフォメーションセンター
●入場無料　☎018・889・2647

------------------------------------------------------------

------------------------------------------------------------

日本海中部地震30周年シンポジウム
「日本海中部地震の教訓を
明日へ伝える－過去から学び、
未来へつなげるために－」
●5月26日（日）14:00～17:00
●男鹿市民ふれあいプラザ「ハートピア」
　（男鹿市船川港船川字外ケ沢126-16） 
●参加無料（定員100名、要申込）
☎018・889・2844

------------------------------------------------------------

秋田大学混声合唱団 A.Choir
第42回定期演奏会
●6月15日（土）
　13:30開場
　14:00開演
●アトリオン 音楽ホール
　（秋田市中通2丁目3-8）
●入場料700円
　（高校生以下無料）
☎090・9635・5748

------------------------------------------------------------

市民のための夜間天体観察会
●毎月第1土曜日
●教育文化学部天文台（手形キャンパス）　
☎018･889･2655

------------------------------------------------------------

〈講座・講習会〉
平成25年度 秋田大学公開講座
「サイコロジカル・カフェ」
心理学系教員が各回の案内人となり、オムニバス
形式で最近の心理学の知見、研究、実験や技法に
ついて実演や実習を交えて紹介。
【第1回】●6月4日（火）「カフェ・コラージュ」
【第2回】●6月11日（火）「夢分析入門」
【第3回】●6月19日（水）「明るい未来の作り方」
【第4回】●6月27日（木）「イリュージョン・カフェ」
【第5回】●7月4日（木）「形にしてみよう!
　　　　  心のバランス」
【第6回】●7月12日（金）「Café Mind & Brain」
【第7回】●7月19日（金）「脱力・カフェ
　　　　  ～催眠の不思議～」
●各回とも18:30～ 20:00
●カレッジプラザ（秋田市中通2丁目1-51）
●受講料各回500円、要申込 ☎018･889・2270

------------------------------------------------------------

平成25年度 秋田大学公開講座
「『驚異の島々』－ロンドン
オリンピックに学ぶ英国文化－」
2012年夏に開催されたロンドンオリンピック開
会式のすばらしいパフォーマンスを振り返り、そ
こに描かれた英国像を深く探っていく。
●6月14日（金）～ 6月28日（金）毎週金曜日（全3回）
●カレッジプラザ（秋田市中通2丁目1-51）
●受講料1,500円、要申込 ☎018･889・2270

------------------------------------------------------------

イベント&講座・講習会

　

今
回
の
特
集
は
、

「
国
際
資
源
学
部 

誕

生
」。学
部
新
設
・
学

部
再
編
に
伴
い
、新

し
く
生
ま
れ
変
わ
る

秋
田
大
学
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
、現
在
の
教
育

文
化
学
部
と
工
学
資
源
学
部
を
再

編
し
、「
国
際
資
源
学
部（
仮
称
）」

の
新
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の

改
革
で
日
本
を
代
表
す
る
資
源
学

教
育
拠
点
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

地
域
振
興
の
中
核
拠
点
と
し
て
、こ

れ
ま
で
以
上
に
国
内
外
か
ら
必
要

と
さ
れ
る
大
学
と
な
る
べ
く
、学
部

新
設
と
い
う「
改
新
」を
今
ま
さ
に

実
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の
４

月
に
企
画
広
報
課
に
異
動
と
な
り
、

若
く
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ス
タ
ッ

フ
に
囲
ま
れ
、慌
た
だ
し
く
も
楽
し

い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。今
ま

で
の
経
歴
か
ら
全
く
未
知
の
世
界

に
足
を
踏
み
入
れ
た
た
め
、毎
日
が

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、古
い
考

え
を
捨
て
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
意
味
で
、今
の
自
分
に
と
っ
て
も
、

ま
さ
に「
改
新
」そ
の
も
の
が
必
要

で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
は
、４
月
５
日
の
入

学
式
で
も
活
躍
さ
れ
た
秋
田
大
学

混
声
合
唱
団
エ
ー
ス
・
ク
ワ
ィ
ア
所

属
、教
育
文
化
学
部
３
年
の
相
内

さ
ん
で
す
。モ
デ
ル
経
験
が
あ
る
こ

と
か
ら
、当
日
の
撮
影
も
順
調
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
大
）

編集
後記

●
ア
プ
リ
ー
レ
の
由
来

﹁
ア
プ
リ
ー
レ
﹂と
は
、イ
タ
リ
ア
語
で﹁
開
く
、開

け
る
﹂と
い
う
意
味
で
す
。﹁
積
極
的
に
秋
田
大
学

の
窓
を
開
放
す
る
﹂こ
と
を
意
識
し
て
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

本館には現在41万冊の図書があるんだ
けど、学校の教科書も多く所蔵してい
るのを知っているかな?
明治時代初期には、当時たくさん出版
されていた啓蒙書が教科書として使わ
れていたんだよ。文明開化の時代を反
映して、外国人の著作を翻訳したもの
が多かったんだけど、本の形はまだ江
戸時代のまま、和紙に木版印刷して1冊
ずつ糸綴じした和装本なのが面白いね。
明治19年には教科書検定制度が始まっ
たけど、この頃にはもう洋紙に大量印
刷されているよ。

その後いろいろな変遷があって、昭和
23年には今の教科書検定制度が始まっ
たんだ。それ以降、現在までの教科書
もたくさん所蔵しているよ。お父さん、
お母さんの使った教科書もあるかもね。
現在のものは秋大生が教育実習に行く
ときの勉強にも利用されているんだ。

しゅうとくんの図書館あるある
ボクは秋田大学附属図書館マスコットの秋田犬、
しゅうと。図書館に棲んでいるボクが、図書館にま
つわる“あるあるネタ“を教えるね。

「教科書」のはなし

教科書コーナー

明治期教科書
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教育文化学部〈210名〉

学校教育
課程

地域文化
学科

110名 100名

地域の魅力を知り、
次代の教育や地域の発展を
担う人材を養成します

国際資源学部〈120名〉

国際資源学科

120名

国内外の第一線の研究者・技術者
から学び、資源を巡る課題に
挑戦する人材を養成します

医学部〈226名〉

医学科 保健学科

120名 106名

高い倫理性を持ち、
人類の健康･福祉に貢献
できる人材を養成します

理工学部〈395名〉

生命科学科 物質科学科 数理・電気電子
情報学科

システム
デザイン工学科

45名 110名 120名 120名

理工学と工学の分野で身に付けた
基礎学力と新しい発想により

諸課題に取り組む人材を養成します

新
た
な
1
ペ
ー
ジ

平
成
26
年
、秋
田
大
学
は

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

秋
田
大
学
長
　
吉
村
　
昇

　

従
来
の
教
育
文
化
学
部
、医

学
部
、工
学
資
源
学
部
の
３
学
部

の
う
ち
、教
育
文
化
学
部
と
工
学

資
源
学
部
を
再
編
し
、「
国
際

資
源
学
部（
仮
称
）」を
新
設
し

ま
す
。

　

秋
田
大
学
は
明
治
43
年
に
官

立
秋
田
鉱
山
専
門
学
校
と
し
て

開
学
以
来
、１
０
０
年
以
上
に
わ

た
り
日
本
に
お
け
る
資
源
分
野

を
け
ん
引
す
る
教
育
研
究
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。国
際
資
源

学
部
で
は
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
資
源
学
教
育
を
礎
に
、東

京
大
学
、東
北
大
学
や
フ
ラ
イ
ベ

ル
ク
工
科
大
学（
独
）、モ
ン
ゴ
ル

科
学
技
術
大
学（
蒙
）な
ど
国
内

外
の
大
学
や
、資
源
系
企
業
及
び

商
社
と
の
連
携
体
制
を
更
に
強

化
し
、英
語
で
の
専
門
教
育
、海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
必
修

等
に
よ
る
世
界
最
高
水
準
の
資

源
学
教
育
拠
点
を
構
築
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
教
育
文
化
学
部
」は
教

員
養
成
と
地
域
協
働
を
担
う
学

部
と
し
て
機
能
を
集
約
し
、４
課

程
か
ら
1
課
程
・
1
学
科
へ
再
編
。

工
学
資
源
学
部
は「
理
工
学
部

（
仮
称
）」と
し
て
新
た
な
扉
を
開

き
、８
学
科
か
ら
４
学
科
体
制
と

し
、科
学
の
本
質
の
追
究
か
ら
具

現
化
ま
で
、豊
か
な
ア
イ
デ
ア
を

生
み
出
す
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

「
医
学
部
」は
、今
後
も
医
学
・
健

康
科
学
に
対
す
る
十
分
な
理
解

と
国
際
的
視
野
を
備
え
、か
つ
地

域
の
人
々
の
医
療
、健
康
、福
祉

に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養
成
す

る
べ
く
、人
間
性
、適
応
能
力
、課

題
探
求
・
問
題
解
決
力
を
醸
成

す
る
教
育
を
行
い
ま
す
。

　

秋
田
大
学
は
、地
域
振
興
の
中

核
拠
点
と
し
て
、こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
か
ら
、そ
し
て
さ
ら
に
世

界
か
ら
も
必
要
と
さ
れ
る
大
学

と
し
て
歩
む
た
め
、こ
こ
に
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

﹁
現
場
実
践
力
﹂と

﹁
生
涯
学
習
力
﹂の
あ
る

社
会
人
養
成
が

最
大
の
教
育
目
標

教
育
文
化
学
部
長

四
反
田
　
素
幸

　

学
校
教
員
の
大
量
退
職
に
よ

る
教
員
採
用
数
の
拡
大
を
背
景

に
、新
課
程（
ゼ
ロ
免
課
程
）を
縮

小
ま
た
は
廃
止
し
て
そ
の
定
員

を
教
員
養
成
に
埋
め
戻
す
の
が

全
国
的
な
流
れ
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、本
学
部
の
新
課
程
の
規
模

は
教
員
養
成
課
程
の
２
倍
近
く

も
あ
り
、ま
た
秋
田
県
の
教
員
採

用
数
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
た

影
響
も
あ
っ
て
教
員
養
成
課
程

の
教
員
就
職
率
が
芳
し
く
な
く
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
課
程
に
つ
い
て
は
新
設
す

る「
国
際
資
源
学
部（
仮
称
）」へ
、

そ
の
定
員
の
一
部
と
教
員
の
一

部
を
異
動
し
て
廃
止
し
、新
し
く

「
地
域
文
化
学
科
」を
設
置
す
る

計
画
で
す
。ま
た
、教
員
就
職
率

の
改
善
に
つ
い
て
は
秋
田
県
の

教
員
の
大
量
退
職
時
代
が
迫
り
、

採
用
数
の
拡
大
が
今
後
期
待
で

き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、秋
田

県
の
重
点
的
な
教
育
施
策
で
あ

る
英
語
教
育
と
理
数
教
育
の
向

上
に
資
す
る
教
員
の
養
成
を
目

指
す
コ
ー
ス
を
立
て
、従
来
の
新

課
程
の
教
員
の
一
部
を
そ
こ
に

配
置
し
、学
部
の
人
的
資
源
を
再

配
分
す
る
形
で
教
員
養
成
の
充

実
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た（
文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
国
立

大
教
員
養
成
学
部
で
英
語
教
育

と
理
数
教
育
に
特
出
し
た
コ
ー

ス
設
定
は
全
国
初
と
の
こ
と
。英

語
と
理
数
が
全
国
的
な
教
育
課

題
で
あ
る
こ
と
は
皆
様
ご
承
知

の
通
り
で
す
）。

　

そ
の
結
果
、教
員
養
成
課
程

の
定
員
は
若
干
の
埋
め
戻
し
で

１
１
０
名
、新
設
の
地
域
文
化
学

科
は
定
員
１
０
０
名
で
、地
域
社

会
コ
ー
ス
と
人
間
文
化
コ
ー
ス

で
構
成
す
る
予
定
で
す
。

　

い
ず
れ
の
課
程
に
お
い
て
も

「
現
場
実
践
力
」と「
生
涯
学

び
続
け
る
学
習
力
」の
あ
る
人

材
を
養
成
し
ま
す
。

地
域
に
貢
献
で
き
る

優
秀
な
人
材
を

輩
出
し
て
い
き
た
い

工
学
資
源
学
部
長小

川  

信
明

　

工
学
資
源
学
部
は
、現
在
、地

球
資
源
学
科
、環
境
応
用
化
学

科
、生
命
化
学
科
、材
料
工
学
科
、

情
報
工
学
科
、機
械
工
学
科
、電

気
電
子
工
学
科
、土
木
環
境
工
学

科
の
８
学
科
体
制
で
あ
り
ま
す
。

１
０
０
年
の
伝
統
あ
る
我
が
学

部
は
、平
成
26
年
度
か
ら
は
、地

球
資
源
学
科
を
母
体
と
し
て
、教

育
文
化
学
部
の
一
部
と
一
緒
に
、

国
際
的
に
資
源
開
発
の
で
き
る

人
材
を
養
成
す
る
文
理
融
合
型

の
学
部
、「
国
際
資
源
学
部（
仮

称
）」を
新
設
し
、そ
れ
以
外
の
７

学
科
を
４
学
科（
生
命
科
学
科
、

物
質
科
学
科
、数
理
・
電
気
電
子

情
報
学
科
、シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

工
学
科（
学
科
名
称
は
仮
称
））に

再
編
し
、学
部
名
称
は「
理
工
学

部（
仮
称
）」と
な
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。ま
た
、４
学
科
に
は
合
計

９
コ
ー
ス（
生
命
科
学
、応
用
化

学
、材
料
理
工
学
、電
気
電
子
工

学
、人
間
情
報
工
学
、数
理
科
学
、

機
械
工
学
、土
木
環
境
工
学
、創

造
生
産
工
学
）を
設
け
、最
近
の

受
験
生
の
多
様
な
志
向
に
対
応

し
て
、こ
の
９
コ
ー
ス
で
学
生
募

集
を
行
い
ま
す
が
、１
年
次
終
了

時
に
は
、コ
ー
ス
間
の
異
動
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
予

定
で
す
。

　

理
工
学
部
は
、秋
田
県
内
の
企

業
や
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校

と
の
連
携
に
よ
るCO

C

（Center 
of Com

m
unity

）を
構
築
し
、地

域
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
人
材
育
成

を
目
指
し
、今
ま
で
に
も
増
し
て
、

多
く
の
入
学
生
を
学
部
・研
究
科

で
育
て
、地
域
に
貢
献
で
き
る
優

秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
に
あ
り
な
が
ら

き
ら
り
と
光
る
存
在
感
で

世
界
に
発
信

医
学
部
長
　
澤
田  

賢
一

　

秋
田
大
学
医
学
部
創
設
の
原

点
は
、こ
の
地
に
暮
ら
す
人
々
の

「
医
の
希
望
」で
す
。国
際
的
視
野

を
備
え
つ
つ
、か
つ
、力
強
い
臨

床
力
と
研
究
力
を
有
す
る
医
療

者
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
で
地

域
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し

て
い
き
ま
す
。

　

医
学
部
は
今
回
の
学
部
新
設・

学
部
再
編
の
対
象
に
は
な
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、現
状
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
、新
設
・
再
編
の
流

れ
と
協
調
し
て
、新
た
な
大
学
構

想
の
成
功
と
発
展
を
目
指
し
ま

す
。医
学
・
健
康
科
学
に
対
す
る

十
分
な
理
解
と
国
際
的
視
野
を

備
え
た
、地
域
の
人
々
の
健
康
と

福
祉
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
養

成
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
豊
か
な

教
養
に
支
え
ら
れ
た
人
間
性
、学

問
の
進
歩
に
対
応
し
得
る
適
応

能
力
、課
題
探
求
・
問
題
解
決
力

を
醸
成
す
る
教
育
を
行
い
ま
す
。

　

国
際
的
視
野
を
備
え
た
人
材

の
育
成
は
急
務
で
す
。こ
れ
ま
で

カ
リ
ア
リ
大
学（
伊
）、リ
ー
ル
大

学（
仏
）、ハ
ワ
イ
大
学（
米
）、華

中
科
技
大
学（
中
）と
の
学
生
交

流
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、さ
ら

に
王
立
ブ
ー
タ
ン
大
学
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
大
学
マ
ニ
ラ
校
と
の
連

携
も
深
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

今
後
の
秋
田
県
の
医
療
を
確
固

た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、総
合

臨
床
力
を
持
っ
た
各
科
専
門
医

育
成
等
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
行

い
、秋
田
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。研
究
面
で

は
グ
ロ
ー
バ
ルCO

E

プ
ロ
グ
ラ

ム
の
採
択
な
ど
、地
方
に
あ
り
な

が
ら
き
ら
り
と
光
る
存
在
感
を

示
し
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
世
界

へ
発
信
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
員
が
そ
の

能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、新

設
・再
編
さ
れ
る
国
際
資
源
学
部

（
仮
称
）、教
育
文
化
学
部
、理
工

学
部（
仮
称
）と
強
固
に
連
携
し

て
い
き
ま
す
。

　

明
治
43
年
、
官
立
秋
田
鉱
山

専
門
学
校
と
し
て
開
学
し
た
秋

田
大
学
。
創
立
当
時
は
日
本
の

産
業
革
命
と
近
代
資
本
主
義

の
確
立
期
で
あ
り
、
鉱
山
冶
金

技
術
者
の
養
成
が
急
務
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
国
家
的
な
要
請

の
も
と
明
治
期
の
３
大
財
閥
で

あ
っ
た
岩
崎
、
藤
田
、
古
河
ら
の

出
資
を
受
け
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
秋
田
の
地
に
設
立
さ
れ
た

背
景
と
し
て
は
、
当
時
の
秋
田

県
が
非
鉄
金
属
の
日
本
の
鉱
産

額（
当
時
世
界
第
１
位
）の
約
１

割
、
産
銅
量
は
全
国
産
銅
量
の

約
25
％
を
占
め
る
鉱
山
県
だ
っ

た
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
後
、
昭
和
24
年
に
は
日
本
で

唯
一の
鉱
山
学
部
が
発
足
し
、平

成
10
年
に
は
工
学
分
野
と
の
融

合
を
果
た
し
現
在
の
工
学
資
源

学
部
に
改
組
・
再
編
さ
れ
て
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

人
々
が
日
常
生
活
や
産
業
活

動
を
営
む
た
め
に
は
様
々
な
原

材
料
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
こ

の
原
材
料
は
鉱
物
資
源
で
あ
り
、

そ
の
供
給
が
止
ま
る
と
私
た
ち

の
日
常
生
活
や
産
業
活
動
に
支

障
を
来
し
ま
す
。
ま
た
、
貿
易

の
自
由
化
が
進
み
海
外
の
安
価

な
鉱
石
が
流
入
し
た
こ
と
で
昭

和
45
年
に
は
全
国
に
２
４
６
座

あ
っ
た
鉱
山
数
は
、
平
成
17
年

に
は
11
座
ま
で
減
少
し
、
そ
の

減
少
幅
は
96
％
に
上
り
、
平
成

14
年
に
は
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
わ
ず
か
４
％
に
落

ち
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た（
出

典
：
経
済
産
業
省
Ｈ
Ｐ
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
調
査
）。
日
本
の
発

展
の
み
な
ら
ず
国
民
生
活
に
不

可
欠
な
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

供
給
の
大
部
分
を
海
外
輸
入
に

依
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

近
年
、レ
ア
メ
タ
ル・レ
ア
ア
ー

ス
問
題
や
資
源
の
偏
在
性
、
開

発
競
争
の
激
化
、
鉱
石
品
位
の

低
下
や
生
産
環
境
の
悪
化
と

いっ
た「
21
世
紀
の
資
源
問
題
が

抱
え
る
課
題
」や
世
界
各
国
に

お
け
る「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
」に
伴
い
、
資
源
の
有
限

性
と
価
値
が
改
め
て
強
く
認
識

さ
れ
、
資
源
の
消
費
型
社
会
か

ら
循
環
型
・
持
続
型
社
会
を
形

成
し
維
持
で
き
る
よ
う
に
資
源

戦
略
を
練
り
、
こ
れ
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
秋
田
大
学
が

実
施
し
た
主
要
資
源
系
企
業

等
へ
の
調
査
で
は
、「
資
源
政

策
を
担
う
人
材
」「
産
業
界
で

実
践
力
を
発
揮
で
き
る
技
術

者
」「
資
源
国
で
交
渉
・
折
衝
の

能
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
」と

い
っ
た
、
文
理
の
壁
を
超
え
て
、

よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
資
源
分
野

で
活
躍
で
き
る
人
材
養
成
へ
の

強
い
要
望
が
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、

資
源
学
分
野
に
お
い
て
日
本
の

高
等
教
育
が
国
益
に
貢
献
す

る
た
め
に
は
、
最
新
の
資
源
学

に
お
け
る
経
験
知
、
世
界
中
の

フ
ィ
ー
ル
ド
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る

人
脈
、
実
践
的
技
術
、
国
内
外

の
第
一
線
で
活
躍
す
る
資
源
分

野
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ

た
資
源
学
の
体
系
的
な
教
育

と
研
究
の
歴
史
・
実
績
を
有
す

る
大
学
が
中
心
・
主
体
と
な
っ

て
、
都
市
鉱
山
を
始
め
と
す
る

新
た
な
資
源
循
環
型
社
会
を

目
指
す
な
ど
、
最
新
の
国
際
的

資
源
学
分
野
の
研
究
に
取
り

組
む
全
国
の
大
学
の
強
み
を
結

集
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
高
等
教
育
が
担
う
べ

き
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人
材

育
成
と
世
界
に
お
け
る
日
本
の

教
育
拠
点
の
形
成
」や「
将
来

国
益
に
貢
献
す
る
大
学
の
機

能
強
化
」と
いっ
た
課
題
に
対
し
、

資
源
学
分
野
を
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
さ
せ
る
と
い
う
秋
田
大
学
独

自
の
観
点
の
も
と
、
こ
れ
ら
課

題
解
決
と
さ
ら
な
る
魅
力
あ
る

大
学
づ
く
り
の
た
め
、
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特　集国際資源学部  誕生特　集 国際資源学部  誕生

平成26年度以降学部改組構想 ～3学部から4学部へ～

現行3学部構成

4学部構成へ（平成26年4月以降）

教育文化学部〈290名〉

学校教育
課程

地域科学
課程

国際言語
文化課程

人間環境
課程

100名 65名 65名 60名

医学部〈226名〉

医学科 保健学科

120名 106名

工学資源学部〈460名〉

地球資源
学科

環境応用
化学科

生命
化学科

材料
工学科

情報
工学科

機械
工学科

電気電子
工学科

土木環境
工学科

60名 55名 32名 60名 50名 77名 75名 51名

社会の変革に対応する、大学の社会的役割の再考【ミッションの再定義】
学部新設・2学部改組

2学部の組織改革

※数値は学生入学定員

平成25年4月30日現在
※数値は学生入学定員（予定）

日本の資源学教育の
拠点へ

地域の魅力と課題を再発見し、社会に新たな価値を生み出すための
教育と研究を深化

地域の活力を生み出し、世界に挑戦する教育研究拠点を構築します

新設 再編 再編

リ
ー
ダ
ー
4
者
の

熱
い
思
い
。

国際資源学部

誕 生
新たな1ページ。秋田大学は生まれ変わります。
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大学院工学資源学研究科・工学資源学部大学院医学系研究科・医学部

大
学
院
医
学
系
研
究
科
／
医
学
専
攻

臨
床
腫
瘍
学
講
座

教
授　

柴
田　

浩
行

S
h

ib
a

t
a

 H
iro

y
u

k
i

秋
田
か
ら「
が
ん
研
究
」を
発
信
す
る

―
新
た
な
抗
が
ん
剤
の
創
薬
―

がん細胞を使った化合物のスクリーニング

ま
す
。
残
念
で
す
が
、
抗
が
ん

剤
で
の
治
癒
は
困
難
で
、
延
命

を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
三
人
に
一
人
が
が
ん

で
死
亡
す
る
現
実
は
切
除
不

能
や
再
発
で
抗
が
ん
剤
を
使
用

す
る
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
抗
が
ん
剤
の

専
門
医
が
少
な
け
れ
ば
、
手
遅

れ
と
見
放
さ
れ
た
患
者
を「
が

ん
難
民
」と
し
て
流
浪
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
治
る
見
込
み
の

低
い
患
者
を
診
る
こ
と
は
医
療

者
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス

で
す
が
、
悩
め
る
人
に
救
い
の

手
を
差
し
延
べ
た
い
と
い
う
義

侠
心
に
富
ん
だ
人
も
少
な
く

な
い
で
し
ょ
う
。
秋
田
大
学
医

学
部
で
は
、
そ
の
よ
う
な
学
生

の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。
面

接
で
の
志
望
動
機
で
地
域
医

療
へ
の
貢
献
を
あ
げ
る
新
入
生

も
多
く
い
ま
し
た
。
秋
田
県
の

地
域
病
は「
が
ん
」で
す
。
腫
瘍

内
科
医
は
地
域
に
留
ま
ら
ず

全
国
的
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

秋
田
で
修
行
し
、

こ
こ
か
ら
世
界

に
飛
躍
す
る
門

戸
は
大
き
く
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
抗
が
ん
剤
の

創
薬
」で
す
。
治

る
見
込
み
の
低
い
が
ん
患
者

を
看
取
り
続
け
る
こ
と
は
鉄

腸
の
腫
瘍
医
す
ら
挫
き
、
バ
ー

ン
ア
ウ
ト
の
危
機
に
陥
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
や

る
せ
な
さ
を
研
究
に
打
ち
込

む
こ
と
で
晴
ら
し
て
い
ま
す
。

一
般
の
腫
瘍
内
科
医
は
ど
ん
な

大
き
な
機
関
に
所
属
し
て
い

よ
う
と
市
販
の
抗
が
ん
剤
を

使
う
ユ
ー
ザ
ー
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
自
分
で
も
抗
が
ん
剤
を
開

発
し
て
み
た
い（
図
参
照
）。
が

ん
細
胞
の
謎
を
解
き
明
か
し

た
い
。
新
し
い
治
療
法
を
提
唱

し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究
が

で
き
る
の
は
大
学
の
醍
醐
味

で
す
。
確
か
に
困
難
な
冒
険

で
す
が
、
困
難
に
挑
戦
し
た
い

と
い
う
気
概
の
あ
る
人
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
京
都

大
学
の
山
中
伸
弥
先
生
に
よ

る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
快
挙
も
、
奈

良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
に
お
け
る
数
名
の
冒
険
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
私
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
に
秋

田
で
頑
張
り
ま
す
。

　
「
人
間
到
る
処
青
山
あ
り
」

有
志
の
人
は
共
に
、

こ
の
秋
田
で
修
練

を
積
み
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は
講
座
Ｈ
Ｐ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
か
ら
４
年
前（
平
成
21

年
）、
秋
田
大
学
医
学
部
に
臨

床
腫
瘍
学
講
座
が
開
設
さ
れ
、

私
が
初
代
の
教
授
に
就
任
し

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
が
ん
の

臨
床
を
研
究
す
る
講
座
で
す
。

が
ん
は
日
本
の
み
な
ら
ず
医

学
の
発
達
し
た
先
進
諸
国
に

お
い
て
も
未
解
決
な
問
題
で

す
。
二
人
に
一
人
が
が
ん
に
罹

患
す
る
と
報
道
さ
れ
る
よ
う

に
、
個
人
の
レ
ベ
ル
で
も
健
康

上
の
最
大
の
関
心
事
だ
と
思
い

ま
す
。
秋
田
県
は
が
ん
死
亡
率

や
専
門
医
療
者
の
人
口
に
占

め
る
比
率
な
ど
が
ん
治
療
に

関
す
る
様
々
な
指
標
が
国
内

的
に
も
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま

す
。
講
座
の
開
設
は
時
代
の
要

請
で
も
あ
り
、
地
域
の
要
請
で

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

講
座
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
主

に
二
つ
で
、
一
つ
は「
が
ん
専

門
医
」を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。

が
ん
を
治
す
に
は
、
ま
ず
外
科

医
で
す
。
切
除
で
き
れ
ば
確
実

に
が
ん
を
治
せ
ま
す
。
し
か
し
、

多
く
の
が
ん
は
相
当
進
行
し
な

い
と
症
状
が
出
な
い
の
で
、
見

つ
か
っ
た
と
き
は
切
除
で
き
な

い
く
ら
い
全
身
に
転
移
し
て
い

ま
す
。
い
わ
ゆ
る「
手
遅
れ
」と

言
わ
れ
る
状
態
で
す
。
私
の
専

門
と
す
る
抗
が
ん
剤
は
、
こ
の

段
階
か
ら
登
場
し
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
二
番
手
に
甘
ん
じ
て
い

がん幹細胞は女王、
抗がん剤に強い。

強い弱い
兵隊

P-STAT3

化合物は「女王の印」を標的とする

私たちが開発している
抗がん剤のイメージ図
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http://www.med.akita-u.ac.jp/~medonco/

　

大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科

内
に
５
年
一貫
博
士
課
程
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム「
資
源
ニュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
特
別
教
育
コ
ー
ス
」（
定
員
10

名
）を
平
成
24
年
12
月
に
開
設

し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、「
地
球
資
源
学

コ
ー
ス
」と「
資
源
開
発
素
材
コ
ー

ス
」の
基
幹
２
コ
ー
ス
を
配
置
す

る
ほ
か
、
医
学
系
研
究
科（
レ
ア

ア
ー
ス
等
の
生
体
影
響
）、
教
育

学
研
究
科（
異
文
化
学
等
）の
教

員
が
分
担
者
と
し
て
加
わ
る
こ
と

で
、研
究
科
の
枠
を
超
え
た
教
育

体
制
を
構
築
。
さ
ら
に
、国
内
外

の
資
源
系
大
学
教
員
は
も
ち
ろ

シ
ッ
プ
、Ｐ
Ｂ
Ｌ（Project-Based 

Learning

）等
の
実
践
型
リ
サ
ー

チ
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
す
。
以
上
の
研
究
活

動
を
積
ん
だ
学
生
は
最
終
の
学

位
審
査
に
挑
み
、
博
士
号
取
得

を
目
指
し
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科

の
柴
山
敦
教
授（
専
門
分
野
：

資
源
処
理・リ
サ
イ
ク
ル
工
学
）は

「
21
世
紀
の
国
際
的
な
資
源
開

発
を
担
う
人
材
を
育
て
、
国
際

資
源
学
と
い
う
新
た
な
学
問
の

拠
点
を
秋
田
大
学
に
形
成
し
た

い
」と
話
し
ま
す
。

資
源
分
野
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
を
養
成

秋
田
大
学
は
平
成
24
年
度「
博
士
課
程
教
育
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
採
択
さ
れ
た「
レ
ア
メ
タ

ル
等
資
源
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」で
、
資
源
開
発
が
抱
え
る
課
題
に
俯
瞰
力

を
持
っ
て
挑
め
る
人
材
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

カリキュラム構成

前半2年間（第1ピリオド） 中間審査（質保証試験）
1. 専門性と知識拡大を重視し、専門科目と共通科目から成り立つコー
スで大学院基礎力を養成します。講義は原則、英語で行われます。

2. 研究に対する基礎力と適応力を身に付けるため、資源学サーキット
演習を行います。この活動はラボローテーションとも呼ばれ、自身
の研究室に加え、他研究室の研究活動にも参加します。

3. 国内外や秋田地域に残るフィールドでの地質調査、鉱山での研修、
製錬所での実技等の実習を経て、実践力を修得します。

第1ピリオド時の資源学特定必修課題
に対する成果発表、英語による口頭試
問、専門性の筆記試験をもとに、第2ピ
リオドに進学する能力を審査します。

後半3年間（第2ピリオド） 学位審査
1. 研究者としての実力を養うため、学外教員・外国人研究者を含む副
指導員を交えた研究活動を行います。

2. 海外でのレアメタル等地質・金属鉱床調査、現地鉱山等での実習を
経験し、高度な実践力と国際視野を醸成します。

中間報告会と最終の1次・2次審査を全
て英語で行い、審査員に学外、海外研
究者を加えることで国際レベルの審
査を実施し、学位の質を保証します。

ん
、国
際
教
養
大
学（
秋
田
県
）の

教
員
を
加
え
文
理
融
合
色
を
出

す
ほ
か
、地
質
調
査
や
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
野
外
活
動
調

査
を
重
視
し
、海
外
の
資
源
系
大

学
と
連
携
し
た
国
際
色
豊
か
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
って
い
ま
す
。

　

５
年
間
の
課
程
は
、資
源
学
特

定
必
修
課
題
と
中
間
審
査（
質

保
証
試
験
）を
挟
む
前
半
２
年

間（
第
１
ピ
リ
オ
ド
）と
後
半
３

年
間（
第
２
ピ
リ
オ
ド
）に
区
分

さ
れ
、
前
半
は
大
学
院
基
礎
力

育
成
の
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
や
ラ
ボ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
、
後
半

は
研
究
活
動
と
海
外
イ
ン
タ
ー
ン

養成すべき人材
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字
が
き
れ
い
に
書
け
た
ら

な
あ
、
と
常
に
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
も
し

手
書
き
で
印
刷
さ
れ
て
い
た

ら
。
私
の「
象
形
文
字
」で
は
、

文
章
の
説
得
力
が
ま
す
ま
す

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。

　

新
聞
記
者
時
代
に
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
た
時
の

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
の
取
材
ノ
ー
ト
を
の
ぞ
き

込
ん
だ
相
手
が「
さ
す
が
で

す
ね
ー
。
記
者
さ
ん
は
速
記

が
で
き
る
ん
で
す
ね
」と
感

心
し
て
い
ま
し
た
…
？
？
？

　

速
記
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
メ
モ
は
日
本
語
。

そ
う
、
私
の
ノ
ー
ト
を
の
ぞ

き
込
ん
だ
相
手
は
、
あ
ま
り

に
も
変
形
し
た
私
の
文
字
を

見
て
、
速
記
で
記
述
し
て
い

る
の
だ
と
勘
違
い
し
た
の
で

し
た
。
苦
笑
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
書
店

で
最
近
、
ペ
ン
字
の
練
習
本

を
買
い
ま
し
た
。
ひ
ら
が
な
、

カ
タ
カ
ナ
。
漢
字
の
基
本
。

お
手
本
を
な
ぞ
り
な
が
ら
、

練
習
。
こ
れ
が
楽
し
い
。
な

ん
と
な
く
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
だ
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
丁
寧

に
書
く
気
持
ち
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
に
。
こ
れ
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
打
ち
つ
け
る
文
章

で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

丁
寧
に
書
く
と
は
い
か
に
。

　

ま
ず
は
、
読
む
側
の
立
場

に
な
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
相

手
は
あ
な
た
の
何
を
知
り
た

い
の
か
。
そ
こ
を
丁
寧
に
考

え
て
み
る
。

　
【
大
学
時
代
に
打
ち
込
ん

だ
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ

い
】と
い
う
設
問
が
良
く
あ

り
ま
す
ね
。
そ
ん
な
時
に
、

多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
ア

ル
バ
イ
ト
の
こ
と
を
書
き
ま

す
か
。
そ
れ
と
も
、
愉
快
で

楽
し
か
っ
た
サ
ー
ク
ル
活
動

の
こ
と
を
書
き
ま
す
か
。
も

し
く
は
、
わ
く
わ
く
し
て
し

ま
っ
た
研
究
の
こ
と
で
も
書

き
ま
し
ょ
う
か
。

　

題
材
は
、
何
を
書
い
て
も

い
い
の
で
す
。
そ
こ
に
あ
な

た
の
姿
が
浮
か
ぶ
も
の
な
ら
。

　

例
え
ば
、
ア
ル
バ
イ
ト
→

お
金
を
稼
ぐ
こ
と
に
加
え
て
、

そ
の
職
場
の
人
間
模
様
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

お
も
し
ろ
い
と
感
じ
た
の
な

ら
、
な
ぜ
、
そ
の
職
場
を
就

職
先
に
選
ば
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
こ

で
感
じ
た
こ
と
を
基
に
し
て
、

自
分
の
進
路
、
希
望
が「
軌

道
修
正
」さ
れ
た
、
あ
る
い

は
明
確
に
見
え
て
き
た
と
い

う
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　

仮
に「
こ
ん
な
職
場
に
は

勤
め
た
く
な
い
」と
思
っ
た

の
な
ら
、
そ
れ
も
大
切
な
要

素
で
す
。
バ
イ
ト
の「
収
穫
」

で
す
。
ど
ん
な
部
分
が
、
そ

う
思
わ
せ
た
の
か
。
そ
こ
を

丁
寧
に
、
簡
潔
に
書
い
て
み

ま
し
ょ
う
。自
ら
の
経
験
・
体

験
を
通
じ
て
考
え
た
こ
と
は
、

読
む
側
に
必
ず
伝
わ
り
ま
す
。

説
得
力
が
違
う
の
で
す
。

　

で
も
、
ど
う
言
葉
に
表
現

す
る
か
が
難
し
い
。
悩
み
ま

し
ょ
う
。
何
度
も
書
き
直
す
。

そ
の
作
業
も
ま
た
、
あ
な
た

の
伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
、
必
ず
や
相
手
も
読

み
取
っ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
読
み

手
は
、
必
ず
し
も
文
章
の
プ

ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

何
人
も
の
文
章
を
比
較
し
て

読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
自
然

と「
違
い
」に
気
が
つ
き
、無
意

識
に
選
別
し
て
い
る
の
で
す
。

　

私
も
、
ペ
ン
字
の
練
習
を

今
回
は
続
け
て
み
ま
す
。
そ

れ
は
メ
ー
ル
で
は
な
く
、
葉

書
や
手
紙
を
い
た
だ
く
う
れ

し
さ
、
温
か
さ
を
知
っ
て
い

る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

美
し
い
文
字
は
、
あ
こ
が
れ

で
す
。

秋
田
大
学
国
際
課
長

（
元
朝
日
新
聞
記
者
）

高
橋  

康
弘

Column

文章力up

次
世
代
地
域
活
性
化

リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム﹁
き
た
ま
え
塾
﹂を
開
催

　

秋
田
大
学
と
東
北
公
益
文
科
大
学
は

2
月
14
日
～
15
日
に
横
手
市
で
、
次
世

代
地
域
活
性
化
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム﹁
き
た
ま
え
塾
﹂を
開
催
し
ま
し
た
。

　

き
た
ま
え
塾
は
、
両
大
学
の
連
携
協

定
に
基
づ
き
次
世
代
の
地
域
活
性
化

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
両
大
学
か
ら

学
生
16
人
が
参
加
。
増
田
町
を
会
場
に

し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
町
の
現
状
に
つ
い
て

問
題
点
の
洗
い
出
し
と
分
析
を
行
い
ま

し
た
。

　

き
た
ま
え
塾
は
、
今
後
も
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
学
生
の
力
を
高
め

て
い
く
と
と
も
に
、
両
大
学
の
交
流
を

深
め
て
い
く
予
定
で
す
。

第
７
回
国
際
資
源
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

秋
田
大
学
国
際
資
源
学
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
は
3
月
13
日
に
、
国
際
協
力
機

構
J
I

C
A
市
个
谷
ビ
ル
国
際
会
議

場（
東
京
）で
第
７
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
﹁
日
本
を
支
え
る
資
源
学
の
最
新
の

取
り
組
み
﹂と
題
し
て
、
海
外
か
ら
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
を
招
へ

い
し
、
国
内
か
ら
は
東
京
大
学
、
東
北

大
学
の
研
究
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
け
る
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
関

係
者
を
中
心
に
大
学
の
研
究
者
ら
約

1
2
0
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後

に
開
催
さ
れ
た
交
流
会
で
は
、
参
加
者

同
士
で
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
交
流
を

深
め
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

3
月
15
日
に
は
会
場
を
秋
田
大
学
へ

移
し
て
開
催
し
、
学
内
外
か
ら
40
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
秋
田
大

学
卒
業
式

　

3
月
22
日
、
秋
田
県
民
会
館
に
て
平

成
24
年
度
秋
田
大
学
卒
業
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
学
部
生
9
5
0
名
、
大
学
院

生
2
3
1
名
の
計
1
1
8
1
名
が
秋

田
大
学
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
吉
村
昇
学
長
が
代
表
者
へ
学

位
記
を
授
与
し
、﹁
こ
れ
か
ら
の
激
動
の

社
会
の
中
、
若
い
力
を
存
分
に
発
揮
し

て
ほ
し
い
﹂と
述
べ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
秋
田
大

学
入
学
式

　

4
月
5
日
、
秋
田
県
民
会
館
に
て
平

成
25
年
度
秋
田
大
学
入
学
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
教
育
文
化
・
医
・
工
学
資
源
学

部
と
大
学
院
に
計
1
2
4
2
名
が
入

学
し
、
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

秋
田
大
学
高
大
接
続

テ
キ
ス
ト
が
完
成

　

平
成
22
年
度
か
ら﹁
高
大
接
続
教
育

の
実
践
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂事
業
の
一

環
と
し
て
、
秋
田
大
学
と
県
内
高
等
学

校
協
力
校
の
協
働
で
作
成
を
進
め
て
き

た
物
理
、化
学
、生
物
、数
学
、情
報
、英

語
の﹁
秋
田
大
学
高
大
接
続
テ
キ
ス
ト
﹂

（
数
学
と
情
報
に
つ
い
て
は
試
行
版
）が

完
成
し
ま
し
た
。

　

高
大
接
続
テ
キ
ス
ト
は
、
未
履
修
等

の
理
由
で
高
校
ま
で
の
各
教
科
・
各
科

目
の
学
習
内
容
が
十
分
に
身
に
付
い
て

い
な
い
学
生
を
主
な
対
象
に
、
学
習
意

欲
の
喚
起
や
基
礎
学
力
の
定
着
を
促
す

こ
と
を
目
的
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

秋
田
大
学
に
お
け
る
初
年
次
教
育
の

中
で
授
業
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
や
、
授
業

外
で
の
学
習
支
援
の
取
り
組
み
に
活
用

し
て
い
る
ほ
か
、
出
前
授
業
や
理
科
実

践
研
修
な
ど
、
大
学
教
員
に
よ
る
高
校

生
を
対
象
に
し
た
講
義
や
実
験
の
資
料

と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ニュース
&
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視
点
か
ら
要
望
に
応
え
ら
れ
た

の
は
良
か
っ
た
。
し
か
し
、
必
ず

し
も
学
術
水
準
が
高
い
も
の
ば

か
り
で
は
な
か
っ
た
」と
評
価
し
、

「
今
後
は
、個
々
の
研
究
水
準
を

上
げ
る
と
と
も
に
自
治
体
と
の

連
携
密
度
を
高
め
、よ
り
地
域

に
貢
献
で
き
る
成
果
を
あ
げ
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
し
か

し
、
復
興
支
援
活
動
に
ま
だ

ま
だ
終
わ
り
は
見
え
ま
せ
ん
。

活
動
の
形
は
様
々
で
、
そ
の
時

の
状
況
に
よ
っ
て
中
身
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
ま
で
継

続
し
て
活
動
が
で
き
た
の
は
、

復
興
に
か
け
る
熱
い
想
い
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
ふ
く
し
ま
の
集
い
」は
福

島
県
出
身
の
県
内
大
学
の
学

生
で
結
成
し
た
団
体
で
、「
秋

田
か
ら
故
郷
に
で
き
る
支
援

を
」と
い
う
想
い
の
も
と
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
福
島
県
は
地
震
、
津
波
の

ほ
か
に
、
原
子
力
発
電
所
の
事

故
の
影
響
も
受
け
、そ
の
問
題

は
非
常
に
深
刻
で
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
平
成
24
年

4
月
か
ら
避
難
者
学
習
支
援

事
業「
き
び
た
き
の
家
」を
開

始
し
ま
し
た
。
福
島
県
か
ら
の

避
難
者
を
対
象
に
し
た
事
業

で
、
小
・
中
学
生
に
対
し
て
学

習
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
福
島
県
外
の
秋
田
大
学

学
生
も
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り
、

た
く
さ
ん
の
学
生
の
協
力
を

得
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
活
動
は
、そ
う
いっ
た
方
々

の
想
い
が
詰
ま
っ
た
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
継

続
し
た
息
の
長
い
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

﹁
ふ
く
し
ま
の
集
い
﹂代
表（
教
育
文
化
学
部
3
年
次
）

遠
藤  

大
輝

　

教
育
文
化
学
部
で
は
、自
治

体
等
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
地

域
教
育
へ
の
貢
献
及
び
研
究
成

果
の
地
域
社
会
へ
の
還
元
を
目

指
し
、卒
業
論
文
と
修
士
論
文

の
テ
ー
マ
を
自
治
体
か
ら
公
募

す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、秋
田
県
大

仙
市
か
ら「
地
域
資
源
を
生
か

し
た
観
光
振
興
」に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、学
生
が
卒
業
研
究
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
成

果
を
広
く
自
治
体
関
係
者
や
秋

田
大
学
学
生
・
教
職
員
へ
発
表
す

る
機
会
と
し
て
、
成
果
報
告
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、大
仙
市
役
所
を

会
場
に
開
催
し
た
報
告
会
に
は
、

大
仙
市
役
所
関
係
者
や
一
般
市

民
の
方
な
ど
約
60
名
が
参
加
し

ま
し
た
。は
じ
め
に
四
反
田
素
幸

教
育
文
化
学
部
長
が「
地
域
に

貢
献
す
る
人
材
養
成
の一端
を
ご

覧
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
。
続
い
て

栗
林
次
美
大
仙
市
長
が「
学
生

の
研
究
成
果
を
通
し
て
地
域
を

良
く
す
る
要
素
を
見
つ
け
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、学
生
た
ち
が
大
仙
市
の

史
跡
や
民
俗
芸
能
、観
光
資
源

に
つい
て
卒
業
論
文
に
ま
と
め
た

研
究
成
果
を
発
表
。
学
生
な
ら

で
は
の
視
点
で
大
仙
市
の
地
域

資
源
の
活
用
法
や
観
光
振
興
を

提
案
し
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は

「
身
近
す
ぎ
て
気
付
か
な
か
っ
た

地
域
の
価
値
を
再
発
見
で
き
た
」

「
高
齢
化
が
進
む
な
か
、地
域
の

活
性
化
、観
光
化
に
つい
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
」と
いっ
た
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
24
年
度
は
自
治

体
と
連
携
し
て
行
う
研
究
テ
ー

マ
を
学
生
か
ら
も
募
集
し
、
自

治
体
の
協
力
を
得
て
卒
業
研
究

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
３
月
１
日
、

秋
田
大
学
を
会
場
に
開
催
し
た

報
告
会
に
は
、自
治
体
関
係
者

や
教
職
員
ら
が
参
加
し
、
学
生

が
約
１
年
を
か
け
て
得
ら
れ
た

研
究
成
果
の
発
表
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

教
育
文
化
学
部
広
報
・
地
域

連
携
推
進
委
員
長
の
篠
原
秀
一

教
授
は
今
回
の
成
果
に
つい
て
、「一

つ
の
自
治
体
に
つ
い
て
多
角
的
な

「ふくしまの集い」のメンバー（前列右から2番目が遠藤さん）

参加者との総合討論

地
域
社
会
へ
研
究
成
果
の
還
元
を
目
指
し

学
生
が
自
治
体
と
連
携
し
卒
業
研
究

秋
田
か
ら

故
郷
に
で
き
る
支
援
を

【ふくしまの集い】
●「きびたきの家」は、毎週火曜日（16:30～ 19:30）、土曜日（13:00～ 17:00）に実施。
●お問い合わせ先：fukushimanotudoi@gmail.com
●ホームページ：http://fukushimanotudoi.web.fc2.com/

学
外
公
募
テ
ー
マ一
覧

「払田柵に関する一考察」
●担 当 学 生／地域科学課程　小山田  千秋
●指 導 教 員／教授　渡部  育子
●連携自治体／大仙市

「大仙市中仙地区・太田地区における民族芸能・祭祀とその観光性」
●担 当 学 生／地域科学課程　根子  直也
●指 導 教 員／教授　篠原  秀一
●連携自治体／大仙市

「市民参加による観光まちづくりに関する研究」
●担 当 学 生／地域科学課程　野口  有希子
●指 導 教 員／准教授　石沢  真貴
●連携自治体／大仙市

「旧大曲市周辺の祭礼に関する考察」
●担 当 学 生／国際言語文化課程　飯田  夏季
●指 導 教 員／教授　志立  正知
●連携自治体／大仙市

「羽州街道と雄物川舟運の展開について」
●担 当 学 生／地域科学課程　佐藤  翔太朗
●指 導 教 員／教授　渡辺  英夫
●連携自治体／大仙市

学
内
公
募
テ
ー
マ一
覧

「地域資源の再発見と地域づくりに関する研究」
●担 当 学 生／地域科学課程　椎谷  浩子
●指 導 教 員／准教授　石沢  真貴
●協力自治体／大仙市

「小学校におけるシティズンシップ教育－竿燈の取り組みに着目して－」
●担 当 学 生／学校教育課程　石井  理奈
●指 導 教 員／教授　望月  一枝
●協力自治体／秋田市

「小・中学生向けの地震および津波の学習についての実践的研究」
●担 当 学 生／教育学専攻理科教育専修　明石  和大
●指 導 教 員／准教授　川村  教一
●協力自治体／北秋田市

「北秋田市阿仁地区における高齢者の生活行動圏」
●担 当 学 生／地域科学課程　片岡  舞子
●指 導 教 員／教授　篠原  秀一
●連携自治体／北秋田市

　

4
月
7
日
、
秋
田
大
学
医
学
部

は﹁
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ド
ク
タ
ー

（
Ｓ
Ｄ
）﹂の
認
定
証
を
新
5
年
次

1
0
1
人
に
交
付
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
認
定
は
臨
床
実
習
に
臨
む

学
生
の
責
任
感
や
協
調
性
、
使
命

感
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
同

学
部
が
平
成
22
年
度
か
ら
始
め
た

も
の
で
す
。

　

澤
田
賢
一
医
学
部
長
が
一
人
一

人
に
認
定
証
を
授
与
。﹁
患
者
と
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切
。
周

囲
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
﹂と
挨
拶
し
、
伊
藤
医
学
部
附
属

病
院
長
が﹁
立
派
な
ド
ク
タ
ー
と

し
て
成
長
し
て
ほ
し
い
﹂と
続
け

ま
し
た
。

　

学
生
を
代
表
し
て
、
山
下
大
地

さ
ん
が
抱
負
を
述
べ
、﹁
謙
虚
な
気

持
ち
で
学
び
た
い
﹂と
話
し
ま
し
た
。

Pickup

秋
田
大
学
医
学
部
、

S
D
認
定
証
を
交
付
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地
域
に
溶
け
込
み
、地
域
を
学
ぶ

～
学
生
さ
ん
、ま
た
来
て
け
れ
～

国際交流／社会貢献活動社会貢献活動／鉱業博物館

　

こ
の
冬
最
大
の
寒
気
が
入
り

込
ん
だ
２
月
23
日
、
四
千
個
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
る「
森

吉
山
」と「
安
の
滝
」の
作
業
は
難

航
を
極
め
て
い
た
。
こ
こ
は
北

秋
田
市
阿
仁
支
所
前
。
冬
祭
り

「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
」へ
の
参

加
・
協
力
要
請
を
受
け
、北
秋
田

分
校
か
ら
12
名
の
学
生
が
応
援

に
駆
け
つ
け
た
。
阿
仁
支
所
前

を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
演
出

し
、メ
ー
ン
会
場
を
創
作
し
て
い

く
。氷
点
下
５
℃
、横
殴
り
の
吹

雪
を
も
の
と
も
せ
ず
、
高
架
作

業
車
を
操
る
地
元
の
電
気
業
者

さ
ん
の
技
と
学
生
の
呼
吸
が
合

う
。
２
時
間
ほ
ど
で
完
了
。「
森

　

妊
産
婦
死
亡
率
や
乳
児
死
亡

率
の
高
さ
な
ど
の
課
題
を
抱
え

る
ブ
ー
タ
ン
王
国（
以
下
、ブ
ー
タ

ン
）で
２
月
、秋
田
大
学
医
学
系

研
究
科
の
浅
沼
義
博
教
授（
臨

床
看
護
学
講
座
）と
篠
原
ひ
と
み

教
授（
母
子
看
護
学
講
座
）が
講

演
し
、最
先
端
の
保
健
学
を
伝
え

ま
し
た
。

　

会
場
は
王
立
ブ
ー
タ
ン
大
学

健
康
科
学
院
。篠
原
教
授
は「
秋

田
大
学
の
助
産
師
教
育
」を
テ
ー

マ
に
、助
産
師
教
育
を
担
当
す
る

医
師
や
教
員
約
40
名
に
、秋
田
大

学
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
日
本

で
の
妊
産
婦
死
亡
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
解
説
。助
産
師
教
育
や
日

本
の
医
療
事
情
に
対
し
て
活
発

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

吉
山
」は
花
の
百
名
山（
N
H
K
）、

「
安
の
滝
」は
日
本
の
滝
百
選
第

２
位
に
輝
き
、悲
恋
伝
説
で
知
ら

れ「
恋
愛
成
就
の
滝
」と
も
言
わ

れ
る
。学
生
は
次
に
各
町
内
会
の

キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
に
向
か
っ
た
。

色
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
、キ
ャ
ン

ド
ル
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
。地

元
住
民
と
の
会
話
も
弾
む
。
学

生
に
作
り
方
を
教
え
、話
を
し
て

い
る
表
情
は
な
ん
と
豊
か
な
こ

と
か
。こ
れ
も
地
元
ニ
ー
ズ
と
大

学
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。大
学
は
知
の
拠
点
で

は
あ
る
が
、学
生
は
地
域
を
元
気

に
す
る
人
的
資
源
で
も
あ
っ
た
。

  

18
時
、
南
北
２
キ
ロ
メ
ー
ト

　

ま
た
、看
護
学
を
専
攻
す
る

学
生
や
教
員
、テ
ィ
ン
プ
ー
王
立

病
院
の
医
師
な
ど
も
加
わ
っ
た
講

演
で
は
、篠
原
教
授
が「
口
唇
口

蓋
裂
児
の
授
乳
」、浅
沼
教
授
が

「
胃
が
ん
の
治
療
」を
丁
寧
に
解

説
。約
１
０
０
人
の
参
加
者
か
ら
、

専
門
的
な
内
容
の
質
問
が
続
き

ま
し
た
。

　

王
立
ブ
ー
タ
ン
大
学
で
は
現

在
、健
康
科
学
院
の
受
入
学
生

数
の
増
加
、医
学
部
新
設
に
よ

る
国
内
で
の
医
師
育
成
の
開
始
、

テ
ィ
ン
プ
ー
王
立
病
院
の
大
学

附
属
病
院
化
な
ど
が
予
定
さ
れ
、

医
療
事
情
に
お
け
る
改
善
の
動

き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、

日
本
と
ブ
ー
タ
ン
の
医
療
水
準

に
は
、大
き
な
格
差
が
あ
る
の
も

ル
の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト

リ
ー
ト
に
灯
が
と
も
る
。子
ど
も

連
れ
の
親
子
を
先
頭
に
続
々
と
、

老
若
男
女
が
メ
ー
ン
会
場
に
集

ま
っ
て
来
た
。初
め
て
目
に
す
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に「
オ
ォ
ー
、

き
れ
い
だ
な
ァ
」「
こ
う
い
う

す
ご
い
の
を
観
る
の
初
め
て
だ

な
ァ
」「
ん
だ
な
ァ
、誰
作
っ
た
ん

だ
べ
ェ
～
」「
秋
田
大
学
の
学
生

さ
ん
た
ち
だ
ど
ォ
」「
な
ん
だ
か

胸
が
お
ど
る
な
ァ
」等
々
、
感
嘆

の
声
や
さ
さ
や
き
が
聞
こ
え
て

く
る
。
賑
わ
い
は
賑
わ
い
を
呼

び
、普
段
こ
の
時
間
だ
と
全
く
人

影
も
な
い
の
に
、ど
こ
に
隠
れ
て

い
た
か
と
思
う
ほ
ど
人
が
湧
い

て
き
た
。19
時
に
な
る
と
冬
の
夜

空
を
花
火
が
舞
っ
た
。初
め
て
の

冬
花
火
。
動
と
静
の
冬
祭
り
に

地
元
住
民
は
久
し
ぶ
り
に
酔
い

し
れ
た
。
祭
り
が
終
わ
り
、学
生

と
遅
い
食
事
を
し
よ
う
と
食
卓

を
囲
ん
だ
。が
、一
人
足
り
な
い
。

ま
だ
帰
っ
て
こ
な
い
と
い
う
。連

絡
す
る
と
、
あ
る
町
内
会
に「
い

い
わ
げ
も
の（
若
者
）だ
な
、一
杯

や
っ
て
い
げ
」と
引
き
留
め
ら
れ

て
い
た
の
だ
。

　

翌
朝
も
猛
吹
雪
の
中
で
の
後

片
付
け
。「
学
生
さ
ん
、
ま
た
来

て
け
れ
な
」と
笑
顔
の
老
夫
婦

に「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
ま
す
」と
元
気
に
応
え
る

学
生
。地
域
に
溶
け
込
ん
だ
学
生

は
し
っ
か
り
と
地
域
の
心
を
掴

ん
で
い
た
。

事
実
で
す
。

　

秋
田
大
学
で
は
、医
学
系
研

究
科
保
健
学
専
攻
の
教
員
１
名

を
、今
年
８
月
に
王
立
ブ
ー
タ
ン

大
学
健
康
科
学
院
に
1
カ
月
間

派
遣
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。派
遣
期
間
中
は
、ブ
ー
タ
ン

の
助
産
師
教
育
の
現
状
や
医
療

事
情
を
視
察
し
、助
産
師
教
育

の
改
善
点
を
探
っ
た
り
、必
要
と

さ
れ
て
い
る
援
助
を
検
討
し
た

り
す
る
な
ど
、有
効
な
協
力
関

係
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

国
際
課 

吹
谷 

美
穂

応援に駆けつけてくれた学生たち

秋田内陸縦貫鉄道㈱ 提供

スノーキャンドル

北秋田市阿仁支所前のイルミネーション

　

太
陽
系
で
は
、た
く
さ
ん
の

天
体
が
太
陽
の
周
り
を
規
則

正
し
く
公
転
し
て
い
ま
す
が
、

時
折
、小
惑
星
同
士
が
ぶ
つ
か

り
軌
道
が
乱
れ
る
こ
と
で
、地

球
に
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
が
隕
石
で
す
。

　
「
パ
ラ
サ
イ
ト
」は
、
石
鉄
隕

石
の
一
種
で
重
い
金
属
と
石
質

の
部
分
が
混
ざ
り
合
っ
て
い

ま
す
。
重
力
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
、
重
い
鉄
は
中
心
に
向
か
っ

て
沈
み
、
軽
い
岩
石
は
表
面
に

浮
か
ん
で
き
て
二
つ
の
層
に
な

る
た
め
、
地
球
上
で
は
こ
の
よ

う
な
構
造
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ギ
ベ
オ
ン
隕
石
」は
、
鉄
隕

石
の
一
種
で
鉄

－ニッ
ケ
ル
合
金

が
独
特
の
組
織
で
発
達
し
た

珍
し
い
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

惑
星
の
核
で
百
万
年
に
数
℃

程
度
の
冷
却
速
度
で
ゆ
っ
く

り
と
冷
え
て
固
ま
っ
た
た
め

結
晶
が
大
き
く
成
長
し
、固
有

の
模
様
と
し
て
目
視
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

地
球
上
に
飛
来
す
る
隕
石

は
、
太
陽
系
や
地
球
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
希
少
な

資
料
で
す
。鉱
業
博
物
館
で
は
、

今
回
ご
紹
介
し
た
も
の
を
含

む
７
点
の
隕
石
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
地
球
上
で
で
き
た
岩

石
に
は
無
い
、不
思
議
な
造
形

美
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

自
然
界
が
織
り
成
す
造
形
美

鉱
物
の
魅
力
に
迫
る

M
ineral Industry M

useum
 of A

kita U
niversity
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パラサイト
①鉄－ニッケルの合金  ②かんらん石

秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資
源
学
研
究
科
附
属

鉱
業
博
物
館

　

私
は
ブ
ー
タ
ン
王
国（
以
下
、

ブ
ー
タ
ン
）で
青
年
海
外
協
力
隊

の
助
産
師
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。私
の
住
む
町
パ
ロ
は
標
高

２
３
０
０ｍ
、
美
し
い
自
然
が
多

く
田
園
や
山
々
に
囲
ま
れ
て
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い

ま
す
。
ブ
ー
タ
ン
は
昔
の
日
本
に

似
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
特
に
こ
の
町
は
田
ん
ぼ
が
綺

麗
で
、「
秋
田
に
似
て
い
る
な
ぁ
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
こ
に

は
、
牛
で
田
ん
ぼ
を
耕
し
た
り
、

田
植
え
も
稲
刈
り
も
手
作
業
で

行
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
、
そ
ん
な

た
く
ま
し
い
ブ
ー
タ
ン
人
と
と
も

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ー
タ
ン
に
来
て
９
カ
月
。
言

葉
の
問
題
も
あ
り
、
今
で
も
日

本
と
の
違
い
に
戸
惑
い
、
落
ち
込

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
親
切

な
ブ
ー
タ
ン
の
人
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
。こ

こ
に
住
ん
で
い
て
感
じ
る
の
は
、

自
分
の
国
に
誇
り
を
持
ち
、
生

活
や
家
族
を
大
切
に
し
て
い
る

人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

ん
な
自
信
た
っ
ぷ
り
の
ブ
ー
タ
ン

人
を
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
る
と

と
も
に
、日
本
を
離
れ
た
今
、当

た
り
前
に
あ
っ
た
も
の
が
当
た

り
前
で
は
な
い
の
だ
と
気
付
き
、

改
め
て
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、ブ
ー

タ
ン
の
昔
な
が
ら
の

伝
統
的
な
生
活
の

中
に
も
輸
入
品
が

増
え
、テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
海

外
の
情
報
が
多
く

入
る
よ
う
に
な
り
、

人
々
の
生
活
は
変

化
し
て
い
ま
す
。急

激
な
生
活
ス
タ
イ

ル
や
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
人
々
の

健
康
に
関
し
て
も

様
々
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
病
院

内
の
地
域
予
防
課
と
い
う
部
署

で
、
地
域
の
人
々
の
疾
病
予
防

や
健
康
増
進
を
図
る
と
い
う

役
割
の
も
と
、
主
に
妊
婦
健
診

や
乳
幼
児
健
診
、
予
防
接
種
を

ブ
ー
タ
ン
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
行
って
い
ま
す
。
妊
婦
健
診
で

は
、
胎
児
の
チ
ェッ
ク
を
す
る
道

具
は「
ト
ラ
ウ
ベ
」と
い
う
木
の
筒

の
み
と
い
う
状
況
で
、
助
産
師

と
し
て
の
手
技
や
勘
は
、機
器
に

頼
っ
て
い
た
日
本
の
頃
に
比
べ
格

段
に
鍛
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
の
医
療
し
か
知
ら
な

か
っ
た
私
に
は
驚
き
の
連
続
で

し
た
。
医
療
者
の
立
場
が
上
で
、

医
療
者
優
先
の
ケ
ア
。
仕
事
よ

り
も
家
族
や
友
人
と
の
時
間
を

大
切
に
す
る
ス
タ
ッ
フ
。
国
の
中

で
様
々
な
言
葉
が
あ
り
、
識
字

率
の
低
い
環
境
。「
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
」が
生
活
や
健
康
に
密
接
に

絡
ん
で
い
る
た
め
、具
合
が
悪
く

な
っ
た
ら
ま
ず
お
坊
さ
ん
を
呼

ん
で
お
祈
り
を
し
、
悪
化
し
て

か
ら
初
め
て
病
院
に
来
る
患
者

さ
ん
。
輪
廻
転
生
を
信
じ
て
殺

生
を
嫌
う
た
め
、

病
院
内
も
虫
が

多
い
こ
と
…
。

　

そ
の
中
で
も
一

番
衝
撃
だ
っ
た
の

は
ス
タ
ッ
フ
の
対

応
不
足
で
、日
本

で
は
救
え
る
は
ず

の
命
が
こ
こ
で
は

救
え
な
い
こ
と
で

し
た
。
ブ
ー
タ
ン

は
周
辺
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
較
し

て
も
周
産
期
死
亡
率
が
高
い
国

で
す
。
今
ま
で
自
宅
分
娩
が
多

か
っ
た
こ
の
国
で
は
、
病
院
で
の

出
産
や
健
診
で
異
常
を
予
防
す

る
と
い
う
こ
と
も
、つ
い
数
年
前

か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
医

療
機
器
や
物
品
、ス
タ
ッフ
不
足
、

病
院
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
の
問
題

等
、
す
ぐ
に
改
善
す
る
こ
と
が

難
し
い
問
題
も
多
い
で
す
。し
か

し
、ス
タ
ッ
フ
の
態
度
や
対
応
に

関
し
て
は
改
善
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
感
じ
、
妊
婦
さ
ん
へ
の
予

防
教
育
や
、
異
常
時
の
対
応
の

強
化
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
発
展
途
上
で
あ

る
現
場
で
、現
地
ス
タ
ッフ
と一緒

に
私
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

　

活
動
の
中
で
は
、
自
然
の
中

で
た
く
ま
し
く
生
活
す
る
妊
婦

さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
多
い
で
す
。
日
本
で
は
便
利

な
機
器
等
に
頼
り
す
ぎ
て
忘
れ

て
い
た
、
本
来
人
間
が
持
っ
て
い

る
力
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た

り
、
家
族
全
員
で
子
育
て
を
す

る
、
助
け
合
う
と
い
う
こ
と
が

自
然
に
で
き
て
い
る
と
い
う
育

児
環
境
を
知
っ
た
り
す
る
な
ど
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

受
け
入
れ
、
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
ブ
ー
タ
ン
の
人
た
ち
の
た
め
に

も
、自
分
の
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を

精
一
杯
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

国際
交流

王
立
ブ
ー
タ
ン
大
学
で
講
演

保
健
学
を
通
じ
て
の
国
際
交
流

講演会の様子

王立ブータン大学健康科学院にて（左／篠原ひとみ教授、右／浅沼義博教授）

鉱
業
博
物
館
で
は
、国
内
及
び
世
界
各
地
か
ら
産
出
し

た
様
々
な
色
や
形
の
鉱
物
、珍
し
い
岩
石
や
化
石
、そ
し

て
鉱
工
業
に
関
連
し
た
資
料
な
ど
を
多
数
展
示
し
て
い

ま
す
。そ
の
中
か
ら
、今
回
は「
隕
石
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

秋田大学

分校長
だより　
北
秋
田
分
校
長

濱
田
　
純

Vol.
06

【鉱業博物館】
●開館時間／ 9時～16時
●休 館 日／12月26日～翌年1月5日
●入 館 料／ 大人100円（4月より料金改訂）
　 ※高校生以下無料
●お問い合わせ／☎018-889-2461

ギべオン隕石（拡大）

ギべオン隕石

現
在
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ブ
ー
タ
ン
王

国
で
活
動
す
る
秋
田
大
学
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。

自
身
の
活
動
や
、
ブ
ー
タ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

平成25年2月25日、パロ病院で

ブータンの母子手帳

 【
卒
業
生
に
聞
く
】

雷
龍
の
国
ブ
ー
タ
ン
奮
闘
記

榎 智美さん
Enoki Tomomi

秋田大学医学部保健
学科卒業後、助産師
の資格を取得。
東京大学医学部附
属病院に勤務し、平
成23年6月から青年
海外協力隊員として
ブータンで活動中。

秋
田
大
学
は
平
成
24
年
7
月
5
日
、
王

立
ブ
ー
タ
ン
大
学
と
大
学
間
国
際
交
流

協
定
を
締
結
。
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【質問内容】
1 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

2 

出
身
地
、出
身
高
校

3 

医
療
の
道
を
選
ん
だ
理
由
は
？

4 

仕
事
内
容
は
？

5 

仕
事
を
す
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

6 

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

7 

学
生
時
代
、一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
授
業
・
実
習
は
？

8 

後
輩
の
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

様
々
な
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
秋
田

大
学
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
の「
今（
＝
な
う
）」を

お
届
け
し
ま
す
。ひ
と
足
先
に
秋
田

大
学
を
卒
業
し
た
先
輩
た
ち
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

Answer
3 地元の秋田で働き、女性とし
て自立するための技術を身に付
けられる職業に就いて、自分の能
力を向上させたいと思ったとき、
近所のお姉さんが看護師として
働いている話を聞き、私も看護師
になりたいと思いました。

4 患者さんに満足してもらえる
医療サービスを提供するための
病院・看護部の組織づくりと、看
護職員約630人が生き生きと働き
続けるための職場環境づくりに
向けた管理業務です。

5 現場に足を運び自ら情報を
得る、そして行動を起こし、変化
させていく。そのために「目配り、
気配り、心配り」を心がけようと
していますが、なかなか難しい
ですね。

6 ドライブがてらの温泉めぐり。
あとは、たまにプールで体をいじ
めています（笑）。

7 成人看護学のＫ先生の授業。
洗濯物の干し方から始まり、患者
さんへの向き合い方や社会人と
しての心構えを教えてもらいま
した。

8 人は「仕事（勉学）」に学び、さ
らに「人」に学ぶことで成長でき
ると感じています。人との出会い
を大切にし、大いに語り合う時
間を大事にしてください。そし
て、一歩前に踏み出す力を蓄えて
いってほしいです。

鈴木  節子さん

Suzuki Setsuko
勤務先

秋田大学医学部附属病院
看護部管理室 副看護部長
秋田大学医学部附属看護学校
昭和53年3月卒業

秋田県／能代北高校

【座右の銘】

1

2

Answer
3 幼いころ病気にかかることが
多く、医師をはじめ多くの医療従
事者にお世話になり、何度も病院
に足を運ぶ中で医師の姿が一番
印象に残っていました。職業を
考えた時に「人のためになる職業
に就きたい」という思いもあって、
医師を目指すことにしました。

4「人を助ける！」ですが、今
はその高すぎる目標に向かって、
日々経験し勉強することが仕事
だと思っています。

5 人の命に関わる職業なので、
上級医や看護師、他のスタッフ
との連携を重視しています。特
に確認や報告は怠らないように
しています。

6 午前中は基本二度寝をしてい
ます。時には四度寝も（笑）。午後
は遊びに出掛け、夜は美味しいも
のを食べてまた寝ます。

7 一番印象に残っているのは解
剖学実習。2年次から医学の専門
的な勉強が始まりますが、その最
初の実習が解剖でした。医師にな
るうえで絶対になくてはならな
い知識であり、また医学のために
献体してくださった方とそのご
家族のためにも一生懸命取り組
みました。

8 学生生活はあっという間に
終わってしまうので、よく学び、
よく遊び、よく楽しんでくださ
い。大学時代に経験した全ての
ことが、働いてから役に立ちます。
様々なことが経験できる大学時
代を後悔しないように精一杯過
ごしてください。

清水  佳甫さん

Shimizu Yoshimoto
勤務先

秋田大学医学部附属病院
卒後臨床研修センター
秋田大学医学部医学科
平成24年3月卒業

秋田県／秋田南高校

【座右の銘】

1

2

平
成
25
年
4
月

新
理
事
紹
介

就
任
に
あ
たって
の
抱
負
を
語
る

理
事
・
副
学
長

（
研
究
・
産
学
連
携
・
情
報
担
当
）

玉
本  

英
夫

　

私
は
、
昭
和
51
年
に
秋
田
大

学
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
37
年
前

の
こ
と
で
す
。
こ
の
間
の
秋
田

大
学
の
変
わ
り
よ
う
に
は
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
何

と
言
っ
て
も
大
き
な
変
化
は
、

平
成
16
年
の
国
立
大
学
の
法
人

化
で
す
。
大
学
に
対
す
る
社
会

か
ら
の
期
待
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。
今
、
そ
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
、
秋
田
大
学
は
さ
ら

に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
に
理
事
と
し

て
就
任
し
ま
し
た
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
の
使
命
は
、
教
育
、
研

究
、
社
会
貢
献
、
国
際
化
で
す

が
、
社
会
か
ら
は
、
知
の
拠
点

か
ら
の
見
識
あ
る
貢
献
、
よ
り

目
に
見
え
る
形
で
の
貢
献
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は「
資
源
分
野
に
お
け
る
教
育

研
究
の
国
際
的
な
拠
点
形
成
」、

県
内
企
業
へ
の
支
援
や
豊
か
な

生
活
の
実
現
に
代
表
さ
れ
る

「
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

拠
点
形
成
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
べ
き
社
会

は
何
な
の
か
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
革
新
的
な
研
究
の
遂

行
、
産
学
連
携
を
進
め
る
た
め

の
研
究
活
動
の
仕
組
み
作
り
な

ど
を
積
極
的
に
行
い
、
秋
田
大

学
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
の
学
部
・
大
学
院
の
学
生

収
容
定
員（
平
成
25
年
度
）は
、

４
８
２
４
人
で
す
が
、
こ
れ
は

上
越
教
育
大
学
の
約
４
倍
で

あ
り
、
ま
た
、
収
入
及
び
支
出

予
算
額（
平
成
25
年
度
）は
約

３
６
０
億
円
で
お
よ
そ
９
倍

の
規
模
も
あ
り
、
身
の
引
き
締

人
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
民

間
人
の
理
事
と
し
て「
経
営
企

画
」「
地
域
創
生
」並
び
に「
図

書
館
」を
担
当
し
、
秋
田
大
学

の
活
動
を
推
進
す
る
よ
う
学
長

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
に
国
立
大
学

が
法
人
化
さ
れ
て
か
ら
10
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
の
間
、

国
立
大
学
法
人
に
は
大
学
改

革
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

秋
田
大
学
の
大
学
改
革
を
着

実
に
邁
進
し
て
い
る
姿
を
拝

見
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
平

成
26
年
４
月
に
は
、
第
４
の

学
部
と
し
て「
国
際
資
源
学
部

（
仮
称
）」を
新
設
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
同
時
に

工
学
資
源
学
部
は「
理
工
学
部

（
仮
称
）」へ
、
教
育
文
化
学
部

は
４
課
程
か
ら
２
課
程
へ
と

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
当
面

は
、
こ
の
学
部
新
設
・
学
部
再

編
の
準
備
を
着
実
に
進
め
る

こ
と
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
学
生
、
教
職
員

の
方
々
が
充
実
し
た
教
育
・
研

究
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

か
ら
命
を
受
け
ま
し
た
。
平
成

16
年
度
に
法
人
化
を
迎
え
、
当

時
の
三
浦
学
長
は
軟
着
陸
と
い

う
表
現
で
全
学
の
意
思
統
一
を

図
り
、
新
た
な
取
り
組
み
に
着

手
し
ま
し
た
。
吉
村
学
長
は
そ

れ
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
も
別
の
角

度
か
ら
大
学
の
方
向
付
け
に
取

り
組
み
、
目
に
見
え
る
秋
田
大

学
の
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
法
人
化
後
10
年
目
を
迎

え
、
吉
村
学
長
の
総
決
算
と
な

る
今
年
度
は
大
き
な
節
目
で

も
あ
り
ま
す
。
新
た
に
私
が
担

当
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
は
、

こ
れ
ま
で
も
セ
ン
タ
ー
長
や
館

長
か
ら
の
適
切
な
指
示
に
よ
り

活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
と
り
わ
け
心

配
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

大
学
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
判

断
し
た
場
合
に
は
、
物
言
う
理

事
に
徹
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事（
財
務
・
施
設
・
環
境
担
当
）

渡
部  

良
和

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
財
務
・

施
設
・
環
境
担
当
の
理
事
と
し

て
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
前

職
は
、
新
潟
県
に
あ
る
上
越

教
育
大
学（
新
構
想
の
教
員

養
成
の
大
学
院
大
学
）の
理

事
兼
事
務
局
長
と
し
て
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
。
秋
田
大

理
事（
経
営
企
画
・
地
域
創
生
・

図
書
館
担
当
）︿
非
常
勤
﹀

吉
岡  

尚
文

　

こ
れ
ま
で
秋
田
大
学
内
部
の

人
間
と
し
て
大
学
業
務
に
関

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
大

学
と
の
相
違
に
多
く
の
戸
惑
い

を
感
じ
な
が
ら
民
間
の
医
療
法
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 ■ 教育研究プログラム等採択状況 （平成25年1月1日～3月31日採択分）
制度名 プロジェクト名 事業期間（年度） 交付金額等（単位：千円） 所属・事業代表者

文部科学省国立大学改革強化推進事業 国際的資源学の世界的教育拠点形成及び次世代型学部運営の体現 24～29年度 812,694（24年度分）
318,870（25年度分） 学長　吉村　昇

平成24年度第3回　復興促進プログラム（A－STEP）　マッチング促進 革新的次世代長小型積層コンデンサ用精密プレス金型の開発 24～25年度 6,799
工学資源学研究科
准教授　奥山  栄樹

学 内 情 報学 内 情 報

研究種目 研究代表者
（所属・職・氏名）

交付金額（単位：千円）
研究課題名直接経費 間接経費 計

新学術
領域研究

医学系研究科
准教授　栗山　正 3,500 1,050 4,550

細胞接触センサーから直接伝わる細胞骨格編
集シグナルの研究

生体情報研究センター
助教　中西  広樹 3,000 900 3,900

脂質メディエーター解析のための新技術の創
出

医学系研究科
教授　石井　聡 5,600 1,680 7,280

新規リゾホスファチジン酸受容体群による病態
制御機構の解明

医学系研究科
講師　佐々木  純子 4,300 1,290 5,590

イノシトールリン脂質代謝酵素の翻訳後修飾に
よる活性変化と生理機能

医学系研究科
准教授　山㟢  正和 3,600 1,080 4,680 組織構築における細胞極性制御ロジックの解明

医学系研究科
教授　尾野  恭一 3,900 1,170 5,070

正常及び異常心臓自動能に関する生理実験とシ
ミュレーション研究

基盤研究
（Ｂ）

教育文化学部
教授　浦野　弘 5,300 1,590 6,890

自律的に学び続ける教師の核となる資質・能力
の解明と質保証に関する研究

学長　吉村　昇 9,500 2,850 12,350
テラヘルツ帯の電磁エネルギーによる生体タ
ンパクの分画・同定技術の研究

名誉教授　金児  紘征 9,600 2,880 12,480
冷却不良によるジルカロイ被覆管破損の模擬
実験とZrO2の変態温度通過時の酸化特性

医学系研究科
教授　田中  正光 4,800 1,440 6,240

間質細胞による癌の牽引作用と排除のメカニ
ズム

医学系研究科
教授　羽渕  友則 4,800 1,440 6,240

包括的脂肪・糖代謝解析による肥満に伴う泌尿
器癌進展の分子機序解明と克服

教育文化学部
准教授　高樋  さち子 4,200 1,260 5,460

東南アジアにおける水銀利用による環境汚染
の回復と持続的産業発展に関する研究

基盤研究
（Ｃ）

工学資源学研究科
教授　中田  真一 1,500 450 1,950

担体の固体塩基特性制御による省貴金属型排
ガス浄化触媒の開発

工学資源学研究科
教授　倉林 徹 1,400 420 1,820

テラヘルツ分光分析による同族繊維識別に関
する応用研究

教育文化学部
准教授　姫野  完治 1,300 390 1,690

教職志望学生による校内研究の支援を基盤と
した循環型教育研究システムの構築

工学資源学研究科
准教授　後藤  文彦 1,000 300 1,300

復興ロードマップに対応したアップグレード型
木製応急橋キットの開発

教育文化学部
教授　佐藤　靖 1,600 480 2,080

球技の指導能力の構造ーハンドボール指導の事
例分析を中心にー

工学資源学研究科
准教授　長谷川  裕晃 2,000 600 2,600

微細気泡崩壊現象の解明とその健康増進効果
への活用

教育文化学部
教授　吉永  慎二郎 1,000 300 1,300

原左氏伝の翌年称元法から春秋左氏経の翌年称
元・正月即位法への展開と春秋学派の研究

名誉教授　石川  三佐男 900 270 1,170 秋田漢詩文の訳読と研究

教育文化学部
准教授　原　義彦 900 270 1,170

生涯学習施設の経営診断・評価技法の標準モデ
ルの開発　―公民館経営診断を中心に―

教育文化学部
教授　成田  雅樹 500 150 650

小学校の学年別・文種別指導文型の設定と指導
方法の開発

教育文化学部
教授　阿部　昇 1,200 360 1,560

「言語活動」を生かし「ＰＩＳＡ型言語力」を育てる
ための教育方法に関する臨床的研究

工学資源学研究科
講師　近藤  良彦 1,500 450 1,950

レアメタル抽出能を有する天然物有機 -無機複
合材料の創成

工学資源学研究科
准教授　髙橋　護 1,100 330 1,430

燃焼炎による人工股関節骨頭へのナノ結晶ダ
イヤモンド皮膜合成と耐摩耗性評価

工学資源学研究科
教授　渋谷　嗣 2,400 720 3,120

機能性ゲルを用いた自己センシング制振と精
密機器への応用に関する研究

工学資源学研究科
准教授　佐藤  祐一 1,400 420 1,820

無機半導体を用いた新規高性能フレキシブル・
フラットパネル・ディスプレイの開発

工学資源学研究科
准教授　齋藤  嘉一 2,300 690 2,990 Mg-Zn-Y基合金の微細組織制御と機械的性質

工学資源学研究科
准教授　宮野  泰征 2,200 660 2,860

微生物の代謝反応が誘導する金属の腐食機構を
応用した発電システムの開発に関する研究

工学資源学研究科
教授　麻生  節夫 2,300 690 2,990

レアメタルのリユースを想定した硬質マクロ粒
子分散型耐高温摩耗性複合材料の開発

工学資源学研究科
教授　大笹  憲一 2,200 660 2,860

フラクタルによる鋳造材のデンドライト組織の
評価

工学資源学研究科
教授　今井　亮 1,000 300 1,300

東南アジアとモンゴルの斑岩銅鉱床の貫入岩の
酸化状態と白金族元素の資源ポテンシャル

工学資源学研究科
教授　内田　隆 2,100 630 2,730

超音波照射およびピエゾ振動子を用いたメタ
ンハイドレートの分解特性に関する研究

医学系研究科
教授　柴田  浩行 1,400 420 1,820 KSRPを標的としたmiRNA制御薬としてのクル

クミンアナログの作用機序
医学系研究科
教授　尾野  恭一 1,500 450 1,950

心房負荷モデル動物を用いた肺静脈心筋細胞
の電気的リモデリングに関する研究

医学系研究科
准教授　渡邊  博之 1,500 450 1,950

血管不全における内皮イオンチャネルリモデリ
ングの解明と治療への応用

医学系研究科
教授　後藤  明輝 1,600 480 2,080

非小細胞肺癌の化学療法感受性-癌特性と個人
体質の組み合わせによる予測

医学系研究科
助教　植木  重治 1,500 450 1,950

細胞死を伴う好酸球の脱顆粒メカニズムの解
明と病態評価への応用

医学系研究科
准教授　成田  琢磨 900 270 1,170

心血管疾患発症を予測する新たな尿マーカー
検討のための地域コホート研究

医学系研究科
助教　岩田  豊人 800 240 1,040

選択反応時間と手のふるえ測定により環境有
害物質の神経影響評価を精緻化する研究

理事　本橋　豊 1,600 480 2,080
地域の総合的自殺対策の科学的政策評価と新
たなベンチマーク評価指標の開発

医学部附属病院
講師 三浦 光一 1,500 450 1,950 NASH発癌におけるマクロファージの役割と治

療への応用
医学系研究科
講師　田川  博之 2,000 600 2,600

悪 性リンパ腫 の 治 療 分 子 標 的 と な る
microRNAの同定

医学部附属病院
講師　亀岡  吉弘 2,000 600 2,600

骨髄腫SP細胞で特異的に異常発現する
microRNAの同定

医学部附属病院
講師　越前屋  勝 1,400 420 1,820

メラトニン受容体アゴニストがヒトの概日リズ
ム位相に及ぼす影響の研究

医学部附属病院
教授　今井  一博 1,400 420 1,820

癌リンパ節転移を惹起する免疫逃避機構メカ
ニズムの解明

医学系研究科
講師　本山　悟 1,400 420 1,820

リンパ節転移抑制剤開発による新規固形癌治
療戦略

医学部附属病院
助教　吉岡  政人 1,200 360 1,560

肝細胞内新規イオンチャネルの相互作用解明を
基軸とした残肝増殖能への介入を目指して

研究種目 研究代表者
（所属・職・氏名）

交付金額（単位：千円）
研究課題名直接経費 間接経費 計

医学系研究科
准教授　宮腰   尚久 1,700 510 2,210

新規活性型ビタミンD3製剤による筋疲労抑制
メカニズムの解明

基盤研究
（Ｃ）

医学部附属病院
助教　永澤  博幸 1,200 360 1,560

骨軟部悪性腫瘍における核内受容体を介した
腫瘍関連遺伝子発現の解析

医学部附属病院
助教　佐藤  浩司 1,900 570 2,470 ATP感受性カリウムチャネル開口薬とα2受容

体作動薬の併用療法による脳保護効果
医学系研究科
教授　西川  俊昭 1,300 390 1,690 全身麻酔後認知機能障害の防止策の探究

医学部附属病院
講師　成田  伸太郎 2,400 720 3,120

高脂肪食摂取下の前立腺癌増殖・進展における
microRNAの役割

医学系研究科
教授　寺田  幸弘 1,200 360 1,560

ヒト体外培養系での胚内部細胞塊分裂の実体検
証：より生理的な胚盤胞培養系の基礎検討

医学系研究科
教授　吉冨  健志 1,500 450 1,950

眼圧下降以外の緑内障治療薬の開発に関する
基礎的、臨床的研究

医学部
助教　髙野  裕史 1,800 540 2,340

メカニカルストレスを応用したビスフォスフォ
ネート製剤関連顎骨壊死の病態解明

医学系研究科
教授　平元　泉 1,100 330 1,430 低出生体重児の摂食機能の発達の実態と食育

の検討
医学系研究科
助教　目崎  喜弘 1,500 450 1,950

細胞質レチノール結合タンパク質によるビタミ
ンＡ代謝関連酵素活性の調節

挑戦的
萌芽研究

教育文化学部
准教授　池本　敦 1,300 390 1,690

伝統的食用油の特性を生かした新規健康志向
型食用油の創成に関する研究

工学資源学研究科
教授　齊藤　準 2,300 690 2,990

磁場値計測・近接場磁気力顕微鏡の開発と高性
能磁石材料の高分解能磁区観察への適用

医学部
助教　夏井  美幸 1,500 450 1,950

チアカリックスアレーン類縁体の抗がん作用と
がん細胞の細胞周期進行に与える影響

医学系研究科
教授　大西  洋英 1,300 390 1,690

各種遺伝子改変マウスを用いた急性膵炎発症
関連SNARE蛋白の同定と機能解析

医学部附属病院
講師　増田　豊 1,400 420 1,820

抗体エフェクター機能におけるIgG脱糖鎖化を
起こす脂溶性因子の作用機序

医学部附属病院
講師　齊藤　元 2,800 840 3,640

薬剤溶出性高分子ポリマー磁性体粒子を用い
た新しい温熱療法

医学系研究科
准教授　南谷  佳弘 1,200 360 1,560

迅速免疫組織染色装置を用いた肺腫瘍の術中
自動病理診断法の開発

医学系研究科
教授　山田  祐一郎 1,500 450 1,950

消化管因子による精子・卵子膜融合調節：新しい
男性不妊症治療ストラテジーへの萌芽

若手研究
（Ａ）

医学系研究科
准教授　山㟢  正和 7,300 2,190 9,490

位置情報に対する細胞集団の向きを変換する
機構

若手研究
（Ｂ）

評価センター
准教授　辻　高明 1,600 480 2,080

授業紹介をゲームとしたＦＤコースバトルの設
計と実践

工学資源学研究科
講師　廣瀬　圭 1,000 300 1,300

実滑走情報に基づくスキー・ターンの３次元シ
ミュレーションモデル開発と運動解析

工学資源学研究科
講師　福田　誠 1,400 420 1,820

非線形超音波を用いたボルトの軸力評価シス
テムに関する研究

工学資源学研究科
講師　棗　千修 1,800 540 2,340 3次元凝固組織形態の実験的評価と異方性を考

慮した固液界面エネルギー算出法の検討
工学資源学研究科
助教　田村　拓 2,000 600 2,600

アクチン繊維依存的な異常タンパク質の脱凝
集と分解除去の新機構

医学系研究科
助教　大島　徹 2,900 870 3,770

死後撮影CTによって眼内出血や網膜剥離の診
断はどこまで可能か

医学部附属病院
助教　鵜生川  久美 1,600 480 2,080

ヒト赤芽球の脱核における細胞極性決定機構
の解明

医学系研究科
助教　佐川  洋平 900 270 1,170 2次性過眠症における抗アクアポリン4抗体の

関与と髄液中ヒスタミン値の検討
医学部附属病院
助教　菊池  結花 900 270 1,170

むずむず脚・周期性四肢運動障害の合併が多い
ナルコレプシーでの脳内鉄代謝の検討

医学部附属病院
助教　吉野　敬 1,000 300 1,300

放射線感受性因子核酸注入による放射治療の
開発

医学部附属病院
講師　齋藤　満 1,400 420 1,820

腎移植における抗CD20抗体投与後の残存B
細胞の臨床的意義

医学部附属病院
講師　井上  高光 1,400 420 1,820

去勢による骨塩量低下は去勢抵抗性前立腺癌
の骨転移を促進するかどうかの解明

医学部附属病院
医員　白澤  弘光 900 270 1,170

ヒト卵子における減数分裂制御蛋白の個体加
齢による発現量変化に関する研究

医学部附属病院
助教　三浦  広志 900 270 1,170

早産リスク評価における、エラストグラムの有
用性の検討

医学部附属病院
助教　佐藤　敏治 900 270 1,170

ヒト卵巣奇形腫の発生機転とその臨床応用に
ついて

医学系研究科
助教　清水　大 1,100 330 1,430

母児免疫寛容のメカニズムに着目した新しい婦
人科免疫療法の開発

医学部附属病院
助教　川嵜  洋平 1,100 330 1,430

頭頚部扁平上皮癌の癌幹細胞マーカーCD44 
isoform変化は悪性度を規定する

医学系研究科
助教　工藤  直子 700 210 910

産褥早期の自律神経機能評価に基づく抑うつ症
状の予防に向けた介入プログラムの効果

医学部附属病院
講師　佐藤  雄亮 900 270 1,170 REG1Aが化学放射線療法感受性マーカーとし

て働くメカニズムの解明とその増感誘導
医学系研究科
助教　善積　克 1,700 510 2,210 神経障害性疼痛時に発生する排尿異常の解明

奨励研究

工学資源学研究科
技術系職員　髙橋　毅 400 0 400

熱赤外カメラを用いた情動変化検出に関する
検討

工学資源学研究科
技術系職員　齋藤  憲寿 600 0 600

工業用内視鏡を用いたかぶりコンクリートの簡
易凍害劣化診断技術の開発

工学資源学研究科
技術系職員　小助川  洋幸 300 0 300

孔径の小さい観測井に対応した地下水流向流
速センサーの試作

工学資源学研究科
技術系職員　大平  俊明 400 0 400

作物の病害ストレス抑制に及ぼす施与スメクタ
イトの溶解性の影響

医学部附属病院
薬剤師　新岡  丈典 400 0 400

タクロリムスとイトリコナゾールとの相互作用
に及ぼすＣＹＰ３Ａ５遺伝子多型の影響

医学部附属病院
薬剤師　加賀谷  英彰 500 0 500

母集団スルファメトキサゾール動態パラメータ
に基づく予防投与での個別化療法の確立

医学部附属病院
薬剤師　村田  篤信 500 0 500

遺伝子多型に基づいた抗うつ薬アドヒアランス
予測指標の確立

医学系研究科
技術職員　金津  嘉徳 600 0 600

頭部解剖理解向上のためのカスタム３Ｄプリン
ト骨モデル導入の試み

医学系研究科
技術系職員　山下  順助 500 0 500 赤芽球脱核のメカニズム解明に関する研究

 ■平成25年度科学研究費助成事業交付内定一覧 （新規採択分）  ■人事異動情報（平成25年1月2日～4月1日）【掲載対象は、部局長・教授以上】

 ■海外渡航（学生） 【学生の海外派遣事業等】
事業名または経費 所属学部等名・氏名 留学先大学名（国名） 渡航期間

秋田大学学生海外派遣支援事業

教育文化学部　国語言語文化課程　欧米文化選修［2年］菅原　幸 交換留学／国立ハンバット大学校（韓国） 25.2.28～25.12.14

教育文化学部　国際言語文化課程　国際コミュニケーション選修［2年］菅原  真帆 交換留学／円光大学校（韓国） 25.2.25～25.12.28

教育文化学部　国語言語文化課程　欧米文化選修［2年］佐々木　亮 交換留学／蘭州大学（中国） 25.2.23～26.1.20

教育文化学部　国語言語文化課程　欧米文化選修［3年］郡司  理沙 交換留学／カリアリ大学（イタリア） 25.3.5～26.2.24

秋田大学学生海外短期研修支援事業
教育学研究科　教科教育専攻  英語教育専修［1年］西村  美里、前崎  龍平
教育文化学部　国際言語文化課程　国際コミュニケーション選修［3年］小林  幹子、菅原　南

短期研修／カレル大学（チェコ）、カロイガシュパル大学（ハンガリー） 25.2.28～25.3.14

春休みグリフィス大学短期語学研修
（国際交流センター事業）

工学資源学部　土木環境工学科［1年］今野  史子、佐川  奈津子
教育文化学部　国際言語文化課程［1年］丸山  洸平
教育文化学部　国際言語文化課程　国際コミュニケーション選修［2年］井出　花、乘富  菜央
教育文化学部　国際言語文化課程　欧米文化選修［3年］岡部  詩歩
医学部　保健学科　看護学専攻［3年］安杖  沙織

短期研修／グリフィス大学ゴールドコースト校（オーストラリア） 25.2.18～25.3.15

発令年月日 新配置 旧配置 氏　名
役　　員

平成25年3月30日 文部科学省大臣官房付
（情報・システム研究機構事務局長） 理事（財務・施設・環境担当） 後 藤　 寛

平成25年3月31日

任期満了
（工学資源学研究科教授へ）

理事（研究・産学連携・図書館・情報推
進担当）・副学長 西 田　 眞

任期満了 理事（経営・就職支援担当） 町 田　 睿

平成25年4月1日

理事（総務担当）／副学長 （再任） 熊田　亮介

理事（研究・産学連携・情報担当）
／副学長 工学資源学研究科教授 玉本　英夫

理事（教育・学生・入試担当）／副学長 （再任） 本 橋　 豊

理事（財務・施設・環境担当） 文部科学省大臣官房付
（上越教育大学理事・事務局長） 渡部　良和

理事（経営企画・地域創生・図書館担
当）（非常勤） 学長特別顧問（非常勤） 吉岡　尚文

教職員［部局長等兼務］

平成25年4月1日

副学長（評価・社会貢献担当） 工学資源学研究科教授 中田　真一
副学長（国際戦略担当） 医学系研究科教授 山本　文雄
副学長（病院経営担当） 医学系研究科教授 伊 藤　 宏
副学長（人事適正化・総合技術部・男女
共同参画・附属学校園担当） 教育文化学部教授 池村　好道

副学長（生涯高等教育担当） 工学資源学研究科教授 石尾　俊二
学長補佐（ハラスメント担当） 工学資源学研究科教授 佐 藤　 博
学長補佐（企画分析担当） 工学資源学研究科教授 中村　雅英
学長補佐（知的財産担当） 医学系研究科教授 杉山　俊博
学長補佐（研究支援担当） 工学資源学研究科教授 石尾　俊二
学長補佐（大学間連携担当） 教育推進総合センター教授 銭谷　秋生
学長補佐（地域協働担当） 工学資源学研究科教授 鈴木　雅史
学長補佐（地域再生担当） 教育文化学部教授 阿 部　 昇
学長補佐（評価担当） 教育文化学部教授 上田　晴彦
学長補佐（国際交流担当） 工学資源学研究科教授 今 井　 亮
学長補佐（病院機能拡充担当） 医学系研究科教授 羽渕　友則
学長補佐（男女共同参画担当） 教育文化学部教授 渡部　育子
工学資源学研究科長 工学資源学研究科教授 小川　信明
附属図書館長 医学系研究科教授 清水　徹男
産学連携推進機構長 工学資源学研究科教授 齊 藤　 準
総合情報処理センター長 工学資源学研究科教授 今野　和彦
環境安全センター長 医学系研究科教授 村田　勝敬
国際資源学教育研究センター長 国際資源学教育研究センター教授 安 達　 毅
ベンチャーインキュべーション
センター長 工学資源学研究科教授 玉本　英夫

地域創生センター長 工学資源学研究科教授 中田　真一
評価センター長 工学資源学研究科教授 中田　真一
教育推進総合センター長 理事（教育・学生・入試担当） 本 橋　 豊
学生支援総合センター長 理事（教育・学生・入試担当） 本 橋　 豊
教育免許状更新講習推進センター長 教育文化学部教授 井門　正美
国際交流センター長 医学系研究科教授 山本　文雄
教育推進主管 教育文化学部教授 川東　雅樹

発令年月日 新配置 旧配置 氏　名
退　　職

平成25年3月31日

定年退職 教育文化学部教授 藤田　静作
定年退職（教育文化学部特別教授へ） 教育文化学部教授 望月　一枝
定年退職 教育文化学部教授 伊 藤　 隆
定年退職（学長特別顧問（非常勤）へ） 副学長（国際戦略担当）／医学系研究科教授 榎本　克彦
定年退職 医学系研究科教授 中 村　 彰
定年退職 医学系研究科教授 小川　純一
定年退職 医学系研究科教授 水沼　秀夫
定年退職 工学資源学研究科教授 行松　健一
定年退職 工学資源学研究科教授 三上 健太郎
定年退職 工学資源学研究科教授 田 中　 學
任期満了 教育文化学部特別教授 寺井　謙次
任期満了 教育文化学部特別教授 高橋 カネ子

任期満了（教育文化学部教授へ） 教育文化学部附属
教育実践研究支援センター特任教授 神 居　 隆

任期満了（教育文化学部准教授へ） 教育文化学部附属
教育実践研究支援センター特任教授 石橋　研一

任期満了 教育文化学部附属
教育実践研究支援センター特任教授 斎 藤　 孝

任期満了 教育文化学部附属
教育実践研究支援センター特任教授 佐藤　光咲

任期満了 教育文化学部附属
教育実践研究支援センター特任教授 茂木　達彦

任期満了 教育文化学部附属
教育実践研究支援センター特任教授 八柳　久夫

任期満了 工学資源学研究科特任教授 菅井　幹夫
任期満了 国際資源学教育研究センター教授 水田　敏夫
任期満了 地域創生センター教授 松岡　昌則
任期満了 教育推進総合センター特任教授 大野　勝好
辞職 工学資源学研究科教授 木村　一裕
茨城大学総務部長 副理事（総務担当） 相原　重昭
山形大学医学部事務部長 医学系研究科・医学部事務部長 中野　正昭

採用等

平成25年4月1日

医学系研究科教授 中村　順子
工学資源学研究科教授 藤 井　 光
教育推進総合センター特任教授 菅 原　 良
副理事（総務担当） 長岡技術科学大学総務部長 渡部　博靖
副理事（教育・学生・入試担当） 副理事（研究・産学連携・情報担当） 熊 谷　 覚
医学系研究科・医学部事務部長 群馬大学昭和地区事務部長 小 玉　 功

昇　　任

平成25年4月1日

医学系研究科特任教授 医学系研究科講師 本 山　 悟
教育文化学部教授 教育文化学部准教授 川村　教一
教育文化学部教授 教育文化学部准教授 勝 守　 真
医学部附属病院教授 医学部附属病院准教授 三浦　昌朋
工学資源学研究科教授 工学資源学研究科准教授 村上　賢治
工学資源学研究科教授 工学資源学研究科准教授 進藤 隆世志
工学資源学研究科教授 工学資源学研究科准教授 水戸部 一孝
工学資源学研究科教授 工学資源学研究科准教授 河 上　 肇
工学資源学研究科教授 工学資源学研究科准教授 小野田　勝
国際資源学教育研究センター教授 国際資源学教育研究センター准教授 増田　信行

 ■海外渡航【教職員の外国出張・海外研修】（一カ月以上）
所属・職名・氏名 渡航目的 渡航先国 渡航期間

医学部附属病院  整形外科　助教　石川  慶紀 関節リウマチにおける脊椎病変の病態の解明 スウェーデン 25.4.1～25.9.30

所属・職については、平成25年4月1日現在


